
【現状】

（１）児童発達支援の役割・支援内容等

○ 児童発達支援は法令上以下のとおり規定されている。
・ 児童福祉法（昭和22年法律第164号）
第６条の２の２第２項 この法律で、児童発達支援とは、障害児につき、児童発達支援センターその他の厚生労働省令で
定める施設に通わせ、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練その他の厚
生労働省令で定める便宜を供与することをいう。

・ 児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準（平成24年厚生労働省令第15号）
第４条 児童発達支援に係る指定通所支援（以下「指定児童発達支援」という。）の事業は、障害児が日常生活における
基本的動作及び知識技能を習得し、並びに集団生活に適応することができるよう、当該障害児の身体及び精神の状況
並びにその置かれている環境に応じて適切かつ効果的な指導及び訓練を行うものでなければならない。

○ 具体的な役割や支援内容は、「児童発達支援ガイドライン」において示しており（※１） 、本ガイドラインの内容を踏まえつつ、
各事業所の実情や個々の子どもの状況に応じて不断に創意工夫を図り、提供する支援の質の向上に努めることを求めて
いる。
（※１）児童発達支援の提供すべき支援：大別すると「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」及び「地域支援」からなる。
①本人支援・・・障害のある子どもの発達の側面から、＜「健康・生活」、「運動・感覚」、「認知・行動」、「言語・コミュニケーション」、「人間関係・

社会性」 の５領域＞において、将来、日常生活や社会生活を円滑に営めるようにすることを大きな目標として支援。
②移行支援・・・障害の有無にかかわらず、全ての子どもが共に成長できるよう、可能な限り、地域の保育、教育等の支援を受けられるようにし、

かつ同年代の子どもとの仲間作りを図っていくこと。
③家族支援・・・家族が安心して子育てを行うことが出来るよう、さまざまな家族の負担を軽減していくための物理的及び心理的支援等。
④地域支援・・・支援を利用する子どもが地域で適切な支援を受けられるよう、関係機関等と連携すること。また、地域の子育て支援力を高め

るためのネットワークを構築すること。
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（１）児童発達支援の役割・支援内容等（続き）

○ 現状、児童発達支援の支援内容や提供時間については様々（※２）となっており、典型的には、
① 比較的長時間・生活全般にわたり、総合的な支援を児童発達支援から受ける場合
② 保育所や幼稚園等に生活の主軸を置き、スポット的に児童発達支援を利用する場合
があると考えられる（提供時間と支援の内容に着目すると、以下の図のような関係になるものと考えられる）。
また、中には、児童発達支援の報酬の対象と考えた場合に、必ずしも相応しくないと考えられる支援等がされているという

指摘もある。
（※２）個別支援や集団支援を織り交ぜた支援のほか、個別の活動に特化したもの（内容は作業療法、学習支援、運動など様々。集団支援であっても 、「運動・感覚」

の支援を中心とするもの、「人間関係・社会性」の支援を中心とするもの等、様々な目的と手法により実施されている。

○ また、財務省の令和３年度予算執行調査結果（令和3年6月29日公表）においても、全国的に様々な提供時間となっているこ
とが示されている。
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児童発達支援事業所（センター以外）の、平均利用時間別の事業所の分布を見ると、以下のとおりとなっている（ｎ＝4,624箇所）
「１時間以下」：１３．３％ 「１時間超２時間以下」：１９．０％ 「２時間超３時間以下」：１７．１％
「３時間超４時間以下」：１８．２％ 「４時間超５時間以下」：１２．７％ 「５時間超６時間以下」：１３．２％、
「６時間超７時間以下」： ４．７％ 「７時間超」：１．８％
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（１）児童発達支援の役割・支援内容等（続き）

○ 指定基準やガイドラインでは、こうした提供時間や支援内容に応じた類型化はしておらず、報酬では、様々な支援につい
て一律の単価（※３）としている。そのため、質の高い発達支援や、支援時間の長短による手間が適切に評価されていない可
能性がある。
（※３）障害児の障害特性等に応じた報酬の違いはあるが、支援内容等による違いは無い。

（２）児童発達支援の利用状況

○ 子どもの出生数は減少傾向にあるところ、児童発達支援の利用児童数は、平成26年度から令和元年度で約３．３倍となっ
ている（このほか、20～44歳の女性の就業率は、平成26年から令和元年にかけて約７％程度上昇、保育所の利用児童数は、
平成26年度から令和元年度で約１．２倍（障害児保育の利用児童数は１．４倍という状況）。

○ 国保連データを見ると、児童発達支援の令和元年度における１ヶ月の利用日数の平均は約８日。また、財務省の令和３年
度予算執行調査結果において、決定支給量（日数）別の利用者の分布を見ると、
「５日」：２０．３％、「１０日」：１５．９％、「２３日」：２６．６％となっている（注：母数は延べ95,394人）。利用時間別の利用者の
分布を見ると、児童発達支援センターでは４時間超の利用が６１．６％となっており、児童発達支援センター以外の事業所で
は４時間以下の利用が７３．５％（２時間以下の利用は４２．８％）となっている（この点からも児童発達支援の支援内容が、
生活全般の支援も含めた支援（比較的長時間の支援）とスポットによる支援（比較的短時間の支援）と様々であることが窺え
る）。
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（３）児童発達支援の利用に係る保護者のニーズ

○ 令和２年度障害者総合福祉推進事業「障害者支援のあり方に関する調査研究-放課後等デイサービスの在り方-」による
と、保護者がサービス利用に際し重視している事項としては、保護者の就労形態（雇用形態、勤務日数）にかかわらず、「子
どもの情緒や感性の発達を促進すること」等の項目が重視されており、「長時間預かってくれること」の回答割合は２０．９％
であった。

○ 一方、 「長時間預かってくれること」 の回答割合について、４歳から６歳の子どもの保護者で、保育所・認定こども園・幼稚
園との併用の有無に分けて見ると、併用が有る保護者の回答割合：１０．４％（ｎ＝251）、併用が無い保護者の回答割合：
２８．１％（ｎ＝267）と、保育所等を併用していない保護者の方が「長時間預かってくれること」 を重視していた。
（注）この集計上は就労の有無で分けていないので、就労を背景として「長時間預かってくれること」が選択されているかは確認できない。

○ 財務省の予算執行調査結果によると、７時間超の利用者の分布は、児童発達支援センターで４．６％、センター以外の事
業所で３．２％となっている。

（４）インクルージョンの実現に向けた一般施策との連携
（注）ここでは児童発達支援に係る論点を整理し、保育所等訪問支援等を含めた論点は別途整理することとする。

○ 児童発達支援ガイドラインにおいて、障害児支援の基本理念に、「地域社会への参加・包摂（インクルージョン）の推進と
合理的配慮」として、障害のある子どもへの支援に当たっては、移行支援を含め、可能な限り、地域の保育、教育等の支援
を受けられるようにしていくとともに、同年代の子どもとの仲間作りを図っていくことが求められることを示すとともに、報酬に
おいても、利用児童が保育所等に移行したときに加算（※４）を算定できることとしている。
（※４）保育・教育等移行支援加算（障害児が地域において保育・教育等を受けられるよう支援を行うことにより、通所支援事業所を退所して保育所等に通うことになっ

た場合に500単位を加算（1回のみ）。令和２年度の算定者数合計：262人（国保連データ。注：児童発達支援の利用児童数は118,850人（令和２年度平均））

○ 児童発達支援事業所がインクルージョンを推進していく上では、保育所等との関係性の構築や、移行に当たっての支援が
不可欠となるが、児童発達支援ガイドラインで移行支援についてねらいや支援内容が示されているところ、具体的にどのよ
うな方法で保育所等との連携等に取り組むかについては各事業所に委ねられている。また、前述のとおり、児童発達支援に
は、現状、様々な支援・様々な事業所が存在しており、こうした取組も様々になっていることが想定される。
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（４）インクルージョンの実現に向けた一般施策との連携（続き）

○ 児童発達支援事業所における保育所等との連携の状況を見ると、連携自体はされているが、ケースを通じた会議はそれ
ほど多く実施されていない。（※５）
（※５）連携している外部機関（保育所・幼稚園・認定こども園）（複数回答）87．1％に対して、外部機関を入れたケア会議（半年に１回程度）０歳～３歳（52.3％）、４歳～

６歳（59.5％）。（出典：令和２年度障害者総合福祉推進事業「障害者支援のあり方に関する調査研究－放課後等デイサービスの在り方－」）※児童発達支援、医
療型児童発達支援、放課後等デイサービスを含んだ調査結果。
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【論点】

（１）児童発達支援の役割・支援内容等

○ ガイドラインに示す児童発達支援の役割・支援内容等に対して、現状の様々な実態を踏まえ、どう考えるか。

・ 児童発達支援の役割・支援内容等を検討する前提として、ガイドラインにおける現在の４つの役割、本人支援における５
領域の支援について、見直すべき点があるかどうか。

・ ガイドラインでは、「障害のある子ども又はその可能性のある子どもに対し、個々の障害の状態及び発達の過程・特性等
に応じた発達上の課題を達成させていくための本人への発達支援を行うほか、子どもの発達の基盤となる家族への支援
に努めなければならない。また、地域社会への参加・包容（インクルージョン）を推進するため、保育所、認定こども園、幼
稚園、小学校、特別支援学校（主に幼稚部及び小学部）等（以下「保育所等」という。）と連携を図りながら支援を行うととも
に、専門的な知識・経験に基づき、保育所等の後方支援に努めなければならない。」
とされている。
このように①「個々の障害の状態及び発達の過程・特性等に応じた」本人への発達支援を行うべきとされ、②本人支援と
しては「健康・生活」、「運動・感覚」、「認知・行動」、「言語・コミュニケーション」、「人間関係・社会性」 の５領域が示されて
いる中で、現状のサービス提供の実態をどう考えるか。（５領域を必ずしもカバーせず一部のプログラムに特化した事業所
が多く存在し、個々の子どもの状態等に対するアセスメントが十分ない中で、利用する事業所の得意とする支援に偏ってし
まう点はないのか等。）

・ 上記の点も含め、ガイドラインが示している児童発達支援のあり方が、個々の現場で浸透・準拠されているとは必ずしも
言えない現状にかんがみ、ガイドラインで示している事項の位置付けをどう考えるか。（とりわけ、児童発達支援の役割・支
援内容など根幹に関わる部分についてどう考えるか。）

・ また、こうしたガイドラインが示している児童発達支援の役割・支援内容等が適切に果たされるための報酬や基準等のあ
り方をどう考えるか。
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（２）児童発達支援の利用に係る保護者のニーズ

○ 児童発達支援は、障害児につき、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練を
提供するサービスであるが、保護者のニーズについて、どのように考えるか。

・ 現に併行通園をしていない、又は難しい障害児も多い中、保護者の就労実態を踏まえ、支援時間が長くなる児童に対す
る支援について、支援時間の長短による手間の適切な評価など、支援のあり方をどう考えるか。

（３）インクルージョンの実現に向けた一般施策との連携

○ インクルージョンの実現に向けた一般施策との連携として、どのような取組が考えられるか。

○ 保育所等との連携を強化していく上で、児童発達支援センターとセンター以外の事業所との関係性・役割分担等について
どう考えるか。



支援内容の多様性を否定しないものの、都道府県・指定都市・中核市の担当者の目線で見た場合に、管内の児童発達支援事業所（児童発達支援セ
ンター含む）及び放課後等デイサービス事業所において実際に行われている又は行われていた事業運営・支援内容であって、法令違反ではないものの
障害福祉サービス等報酬の対象として必ずしも相応しくないと考えられるものについて、理由を付して回答を求めた。
その結果、

① 支援内容が安全な預かりに偏っており、発達支援が適切に行われていないと見られるもの

② 学校の宿題をみる等、支援内容が学習塾的な支援に偏っていると見られるもの

③ （学習塾以外の）一般的な習い事とほとんど変わらない支援を行っていると見られるもの
といった事例が寄せられた。
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障害児の発達支援として必ずしも相応しくないと考えられる事業運営・支援内容の具体例
（令和３年６月自治体アンケート結果・児童発達支援）

①安全な預かりに偏っていると見られる事例

運営・支援内容 理由

通所した児童を自由に遊ばせて見守るだけで、個々の児童に応
じた支援が行われていない。

個々の児童の状況に合わせた個別支援計画に基づき発達支援を行うという事業趣
旨から外れていると思われる。

散歩するだけ、遊具やタブレットで遊ばせるだけ、ＤＶＤや動画を
見せるだけといった支援しか行われていない。

日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練
のいずれにも該当するとはいい難く、児童発達支援ガイドラインにある「『遊び』を通し
て職員が適切に関わり、具体的な支援を行うこと」にも合致しないと思われる。

②学習塾的な支援に偏っていると見られる事例

運営・支援内容 理由

未就学児向けの早期学習塾とあまり変わらない内容のみで、1
回１時間程度の提供時間で運営を行っている。

一般の学習塾と変わらず、障害児への発達支援として実施する内容としては必ずし
も適当とは言えないと思われる。（実際に同法人が一般の学習塾を経営しているケー
スも多い。）

学習塾が児童発達支援事業所を経営しているが、塾と児童発達
支援等事業との線引きがなされているか外部から見るとわかり
にくい。

塾と児童発達支援事業との線引きの問題のほか、塾の利用者を児童発達支援事業
に勧誘していると考えられる（逆のパターンも）。内容も知育・学習等塾とかわらない
内容のみとも聞き、安価で済む塾のような形となっていると思われる。

等

等
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③習い事と変わらない支援を行っていると見られる事例

運営・支援内容 理由

一週間に数回、１回あたり１時間程度で音楽（ピアノ）や絵画の技
術を教えるだけである。

ピアノレッスンや絵画指導のみでは、本人の障害特性を総合的に把握し、支援内容
を勘案することは困難ではないかと思われる。

また報酬算定の構造上、極めて短時間で報酬の請求ができてしまうため、報酬に見
合っていない。

一般の英会話スクールのような指導のみを行っている。 英会話技術の教授だけでは日常生活における知識技能の付与とはいい難いと思わ
れる。

１つのスポーツに限定した運動療法のみを行っている。 個別の障害児の状況に応じた発達支援とはいい難いと思われる。

また、一般的な運動療法ではなく、１つのスポーツに限定した運動療法は一般のス
ポーツ教室との差別化ができず、費用負担の面でも不公平であると思われる。

④その他の事例

運営・支援内容 理由

近隣で畑を借りて種まき等の農作業のみをさせたり、調理のみを
させることが恒常化している。

農作業や調理は体験としては有用だが、それのみを恒常的に実施していることが児
童の発達に必要な支援かどうか不明瞭であると思われる。

サービス提供時間は1日6時間であるが、基本マンツーマンで利
用児童が入れ代わり立ち代わりで入るため、一律に児童1人当
たりの支援時間は45分～50分となっている。

極端に短時間の支援（30分以下）ではないが、短時間（1時間程度）の支援を前提に
することは、利用者目線に立ったサービス提供とは言えないと思われる。
このような短時間の個別支援のみ行う事業所が増えているが、長時間の集団支援を
行う事業所と報酬単価に差がないことに対する他事業所の不満を多く耳にする。

支援計画が紋切型で作成されている。 児童ごとの個別の状況を検討して支援計画が策定されるはずだが、一律の支援計
画に基づく一律の発達支援が行われていることが多く、個別支援が実施されていると
はいい難いと思われる。

等

等


